
　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
加
し
、
皆

さ
ん
も
街
中
で
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
毎
日
の

よ
う
に
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
23
年
の
救
急
件
数
は
、
３
千
４
６
５
件

で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
中
は

３
千
３
０
２
件
の
出
動
が
あ
り
、
現
場
到
着
ま

で
の
平
均
所
要
時
間
は
９
分
８
秒
で
し
た
が
、

平
成
23
年
10
月
に
共
同
運
用
を
開
始
し
て
か
ら
、

12
月
末
ま
で
に
出
動
し
た
８
６
０
件
の
平
均
所

要
時
間
は
７
分
48
秒
と
80
秒
短
縮
し
、
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
本
市
の
設
置
率
は
71
・
２
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報

器
は
家
族
の
安
全

を
守
る
住
宅
防
火
の

「
切
り
札
」
で
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な

い
家
庭
は
早
め
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

6

　熊谷市消防本部と行田市消防本部は県
内初の試みとして、高機能消防通信指令
システムを平成23年10月から共同で
運用し、指令業務を行っています。
　高機能消防通信指令システムは、発信
地表示システムおよびＧＰＳ機能などの
最新鋭の設備を備えており、両市で共同
運用を図ることで、消防・救急活動の幅
広い効率的な運用や、大規模災害時など
の迅速な活動が可能となりました。
　今後とも、市民の皆さんの安心・安全
な暮らしを守るため、共同運用のより円
滑な実施に努めていきます。

予 防
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

80
秒
短
縮

現
場
到
着
時
間
が
大
幅
に
短
縮
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時
間
短
縮
の
要
因

・
１
１
９
番
通
報
の
会
話
中
に
出
動
指
令
を
出

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

・
事
故
発
生
場
所
に
一
番
近
い
車
両
を
自
動
的

に
選
択
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
効
果

・
災
害
発
生
状
況
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
自

動
化
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

・
消
防
車
や
救
急
車
の
位
置
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
把
握

す
る
車
両
動
態
管
理
装
置
に
よ
り
、
災
害
発

生
地
点
を
中
心
に
各
隊
部
署
の
位
置
が
指
令

セ
ン
タ
ー
に
表
示
さ
れ
、
消
防
・
救
急
活
動

の
各
隊
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
29

件
で
、
前
年
よ
り
９
件
増
加
し
、
そ
の

う
ち
、
建
物
火
災
の
件
数
は
11
件
で
前

年
よ
り
４
件
減
少
し
ま
し
た
。
な
お
、

住
宅
火
災
の
全
焼
火
災
件
数
は
２
件

で
前
年
よ
り
２
件
減
少
し
ま
し
た
。
出

火
原
因
は
、
た
き
火
６
件
、
放
火
２
件
、

放
火
の
疑
い
４
件
、
電
気
配
線
２
件
、

そ
の
他
７
件
、
不
明
８
件
で
す
。

▼
火
災
発
生
場
所
の
問
い
合
わ
せ

　

テ
レ
ド
ー
ム
☎
０
１
８
０
ー
９
９
４

　

４
１
９

火 災
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
ご
注
意
を

 「救急車を呼んだのに、消防車まで来た」
とびっくりする場合があるかもしれません。
　消防本部では、救急車のみでは対応が難し
い場合に備えて、消防車も出動して救急活動
の支援を行っています。これを消防車(Ｐｕ
ｍｐｅｒ)と救急車(Ａｍｂｕｌａｎｃｅ)の
頭文字を取って「ＰＡ連携」と呼んでいます。

消防自動車も救急出動する
　　　　　　　　　　  場合があります

こんなときPA連携出動します

・傷病者が重症であり、救急隊員のみでは迅
速に対応できないとき。
・建物の上階に傷病者がいて、搬送が困難な

とき。
・交通量が激しい場所などで、傷病者や救急

隊員の安全を確保する必要があるとき。
・そのほか、救急

隊の活動を支援
する必要がある
と判断したとき。

もしものときは落ち着いて119番
　受話器を取り、局番なしで「１１９」をダイヤルします。
通報すると、１１９番受付員が必要なことを順番に尋ねます
ので、落ち着いてはっきりと正確に答えましょう。

【火災の通報】

【救急の通報】

▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2119

１１９番受付員 通報者

火事ですか？救急ですか？ 火事です。

場所はどこですか？ ○○市○○町○丁目○番○号です。

何が燃えていますか？ ○○が燃えています。

あなたの名前と今かけている
電話番号を教えてください。

私の名前は○○○○です。
電話番号は○○ー○○○○ー○○○○です。

１１９番受付員 通報者

火事ですか？救急ですか？ 救急です。

場所はどこですか？ ○○市○○町○丁目○番○号です。

どうしましたか？ ○○(誰)が○○○○(どうした)です。

あなたの名前と今かけている
電話番号を教えてください。

私の名前は○○○○です。
電話番号は○○ー○○○○ー○○○○です。


